山本とみたか議会だよりNO２号  平成7年３月発行
  三寒四温の変化のなかで、梅の花はもう盛りを過ぎて、いよいよ桜や桃の花が待たれるときとなりました。また、この期には入学、入社などいろいろ忙しい季節でもあります。町議会のほうは、３月１０日から１７日まで、平成８年度の当初予算案審議を中心とする第１回定例議会が開かれました。この議会の模様を議会だよりNO２号としてご報告いたします。

＜提出議案＞

  町長に就任して３ヵ月目の金井町長から、この議会に提案された議案は、平成７年度補正予算案なども含め２６議案でした。最終日に議員提案の意見書が１件追加されましたので、全部では２７議案となりました。一部反対もありましたが、全議案とも原案通りに可決され、金井町政の実質的な第一歩がスタートしました。

  この議会のなかで最も注目されたのが、鎮目地区に建設される町民スポーツ広場の問題でした。すでに用地２・４ヘクタールは買収ずみ（一部は借地、わずか未買収）となっていますが、正式にはこの土地代金１０億８千６百５３万１千円が「土地取得特別会計」に提案されたほか、教育費のなかに第一年度の建設費として、造成工事費など７千８百万円が提案されたからです。これらの財源のほとんどが起債（町の借金）ですので、「町の財政はますます苦しくなる」として町民のなかには、建設反対の声も出ているといわれているからです。

  しかし、金井町長は「７年度から９年度までの３ヶ年で完成を目指す」と、言明していますので、スポーツ広場は平成１０年には完成し利用できるようになります。この問題については、質問のなかで詳しく紹介します。また、鎮目地区の問題としては、条例案のなかで「児童の通学に要する交通費の一部を補助する条例を廃止する」という条例が含まれていました。これは鎮目地区から春日居小に通う児童にバス代の一部が補助されていたのですが、最近は利用者もなく、バスも昨年の秋から廃止されてしまったので、町でも条例の廃止を提案したものです。これについては、教育長から事前に鎮目地区選出の４議員に説明があり、私たちも育成会の幹部に話し、代替え案を検討するよう要望しました。議案は通過しましたが、審査のさい育成会から要望された「通学路の街灯の整備」を申し入れておきました。

＜一般質問＞

  １７日の最終日に一般質問がありました。この日は、区長会の全員と民生委員の代表の人たちなど、約３０人の傍聴者で傍聴席はいっぱいでした。質問も９人の議員が通告してあり、私はそのトップバッターとして質問しましたが、いささか緊張しました。今回の質問は①助役問題について②高規格道路について③町史の空襲記録についての３点で、スポーツ広場については、先輩議員が質問通告しておりましたので、関連質問をすることにしておきました。

  質問の内容は①については、助役は女房役ともいわれ、町行政振興のためには必要な人材とおもうが、現在の町の財政状態からは、人件費節約の上から置かなくともよいとする世論もあるが、町長はどう判断しているかたずねました。これについて町長は「自治法上からは設置がうたわれているが、置かなくてもよいとも記されている。助役という仕事は大変に重要な立場である。現在はいろいろと検討しているときで、皆さんの意見を聞いている段階である」と、やや設置には消極的な答弁がありました。

  ②については、あまり聞きなれない言葉かもしれませんが、高規格道路というのは、高速道路とバイパス道路の中間的な道路で、国や県では雁坂トンネルの開通（平成９年）により、国道１４０号線が一日７千台も車両の増加が見込まれるため、トンネルの出口から甲府市内の横根付近まで、この道路を新設する計画といいます。当然、本町も通過地点となりますので、ルート予定などただしました。

  これに対する金井町長の答弁は「この道路計画は関越道の花園から中央道の双葉までの１１０キロの道路で、県内は３４キロとなる。甲府市まではトンネル併用となるため（ルートは）明らかでない。平成７年から協議、９年ころ着工となる見通しだ」というものでした。甲府市内には環状線が建設されるという計画もあるようですから、いよいよ県内も高速道路時代になりそうです。

  ③については、私が昨年みなさんのご協力でまとめた｛春日居町・鎮目の空襲｝のなかで、被災したのに、春日居町史からもれている家が2戸ありましたので、後世へ残す歴史のためにも、「再調査して正確な記録をまとめてほしい」と質問しました。金井町長はこれについて「鎮目とともに、小松でも被害があったので、これらも含めて再調査し、どういう方法にするか、町史の修正を検討したい」という、前向きの答弁がありました。

  スポーツ広場については、芦沢副議長が質問、町長から「大資本を必要とするが、7年から三ヶ年計画で完成させたい。今後、建設委員会もつくり検討してもらう。財源的な問題としては、町の公債（借金）のピークは平成10年ころになる。11，12年ころも大変な年になりそうだが、計画的な財政運営で乗り切りたい」との答弁がありました。私は関連質問で「技術的な面で、盛り土方式をやめ、現在の平面でつくり、付近住民に水の迷惑をかけないとしているのは評価できるが、運動場としての機能はどうか。平等川右岸に景観事業を取り入れるというが、どのようなものか」をただしました。

  これについて町長は「住民に迷惑をかけ、町だけいいというのはよくないので、水の問題は平等になるようにしたい。平等川の改修も平成11年ころには鎮目地区にくるようなので、スポーツ広場が完成するころには、河川改修のめどもたつと思う」との答弁があり、景観事業については、窪田建設課長から「広場付近の右岸３００ﾒｰﾄﾙについて、県が完成までに整備してくれることになりました。例としては石和役場前の笛吹川のような立派なものになる予定です」との答えがありました。

＜その他＞

  このほか鎮目区に関係するものとしては、平等川の改修のなかで、町側は「すでに右岸（上流からみて右側）は中畦橋（山口の入り口）までは買収が終わったので、今後は左岸の買収にはいる。工事のほうはいまＪＲ石和駅の付近まできているが、鉄橋に時間がかかると思うので、本町の鎮目地区にはいってくるのは平成11年ころとなりそう。いまの計画では、川巾を左右とも２ﾒｰﾄﾙづつ広げ、堤防は両側とも4ﾒｰﾄﾙの道路にする」などの話しがありました。また、建設課に対しては交通事故の多い「おいがた」横の信号機付き十字路の改良工事、工事の進まない小間沢川の改修、小林鉄筋付近の水たまり問題など善処を要望しておきました。

  また、金井町長の行政報告のなかで、町民の関心の的である「山梨大学の移転問題」については「伊東学長に2月はじめに会い、話を聞いたところ、文部省では現在地を売却し、それを資金にして移転するなら許可するという案がでており、すでに何ヵ所から誘致の声もでている。大学側でも各地を視察しているが、春日居町も適地としている。しかし用地がどの程度確保できるか、甲府市がどうするか、3000人の学生のいなくなったあとの方策を県がどのように対処していくか、などなどいろんな問題がある。工学部だけの移転の可能性はなく、新たに経済学部の設立が認可されれば移転の可能性は大きくなる」という返事をいただいてきたという話です。いますぐにどうなるという訳でもないようですが、町でも航空写真など撮って、学園都市ずくりに対応していきたいという姿勢を示しました。以上で3月議会の報告といたします。

  …………………………………･･……………………………………………………・・

  茂手木県議を支援してください！
  4月9日投票の県会議員選挙が迫っています。春日居町の議員は全員が茂手木議員の３選を願って運動しています。春日居町のいくつもの課題を解決していくためには、どうしても地元の県議がいなければ、発展のめどが立たないからです。春日居町発展の燈を消さないため、東山梨の前進のためにも、地元県議を応援してください。24日（金）夜7時30分から旧鎮目選果所（公民館前）で鎮目地区の決起大会を開きます。みなさんのご参加をお待ちしています。

  …………………………………………………………………………………………・・

  議会だよりについてのご意見、ご感想をお寄せください。また、町に対する要望や工事のことなど議会活動でカバーいたします。いつでもご相談を・・
